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海の中道海洋生態科学館では、九州近海における深海生物の展示を目的として、１９９

５年１２月２０日と１９９７年３月２６日の２回にわたり、宮崎県日向灘において深海底

引き網に同乗し、漁獲量の確認や標本の採取、生物の輸送などを行った。 
 調査地点は、延岡市から日向市にかけての沿岸約２０ｋｍ沖合、水深２５０ｍ～３５０

ｍで、調査時の水温は表層で１８．７℃、水深２００ｍで１３．２～１４．４℃（宮崎県

水産試験場計測）であった。 
 調査で得られた生物は、サメ類、エイ類、イソギンチャク類、カニ類、ヒトで類、ウニ

類などを中心に、１回目に２４種１０４個体、２回目には９種７３個体を輸送し収容した。 
１回目の輸送には０．５㎥タンクを、２回目は水量１．５㎥の活魚輸送水槽使用し、ブロ

ワーによる通気とろ過循環、冷凍機による冷却を行った。なお、陸上輸送に要した時間は

５時間４５分であった。 
 この中で、２回目の調査で採集したニホンヤモリザメ１６個体を展示水槽（２．４㎥）

で水温１１．０～１３．０℃で管理し、１９９７年４月３日より５月２日までの３０日間

展示した。水槽や通路の証明は、眼球への影響を考慮して観覧可能な最低限の照度（水槽

底照度１６Ｌｕｘ）まで暗くしたが、眼に炎症が発生し死亡が相次いだ。このため、残っ

た個体を暗黒の予備水槽（０．２㎥）に移動し、１個体を９月９日までの１６８日間飼育

することができた。 
  


